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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
町
政
に
対
し
ま
し
て
暖
か

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、

富
士
河
口
湖
町
が
誕
生
し
て
最
初
の
一
年

を
無
事
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
、
新
町

と
し
て
の
基
盤
固
め
も
確
実
に
遂
行
で
き

た
と
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
合
併
当
初
の
行
政
運
営
は
、
予
算
面
に

お
い
て
も
事
業
計
画
に
お
い
て
も
、
町
の

将
来
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
な

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
一
年
は
大
胆
か
つ
効

率
的
な
行
財
政
運
営
を
積
極
的
に
推
進
す

る
一
方
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
等
の
面
に
お
い

て
は
、
合
併
に
よ
る
弊
害
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
十
分
配
慮
な
が
ら
新
し
い
町
の
形
態

を
整
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
新
し
い

年
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
３
つ
の
「
案
」

を
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
生
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
「
安
全
」
。
昨
年
来
の
大
地
震
や

富
士
山
噴
火
へ
の
備
え
と
対
処
マ
ニ
ュ
ア

ル
等
を
作
成
し
、
自
然
災
害
へ
の
備
え
を

し
っ
か
り
確
立
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
を
狙
う
不
審
者
へ
の
対
応
策
と

し
て
、
パ
ト
カ
ー
を
購
入
し
町
行
政
が
積

極
的
に
安
全
確
保
に
務
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
湖
畔
地
域
の
安
全
確
保
と
し
て
、
個

人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
は
充
分
配
慮
し
な

が
ら
防
犯
カ
メ
ラ
を
駐
車
場
に
設
置
し
、

地
域
住
民
の
み
な
ら
ず
観
光
客
の
皆
さ
ん

に
も
安
全
な
町
を
創
設
し
て
い
き
ま
す
。

　
次
に
「
安
心
」
。
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

の
健
康
づ
く
り
、
し
い
て
は
寝
た
き
り
に

な
ら
な
い
よ
う
な
健
康
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。
具
体
的
に
は
健
康
プ
ラ
ザ
の
増
設

や
新
設
す
る
町
民
プ
ー
ル
や
保
健
指
導
セ

ン
タ
ー
と
い
う
健
康
づ
く
り
施
設
の
活
用

と
共
に
、
新
し
く
敷
い
た
区
制
を
中
心
に
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
と
こ
ろ
で

い
ろ
ん
な
健
康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
、
安

心
し
て
生
活
し
て
い
け
る
町
を
創
り
上
げ

て
い
き
ま
す
。

　
最
後
に
「
安
定
」
。
町
は
喜
ば
し
い
こ

と
に
、
合
併
以
来
毎
月
人
口
が
増
え
続
け

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
ま
し

た
「
住
み
た
い
ま
ち
」
「
住
ん
で
み
た
い

ま
ち
」
づ
く
り
を
更
に
推
進
し
、
町
職
員

の
み
な
ら
ず
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
も

様
々
な
知
恵
と
創
造
性
を
発
揮
し
て
い
た

だ
き
、
皆
さ
ん
で
「
住
ん
で
良
か
っ
た
ま

ち
」
を
創
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
更
な
る
参
画
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
と
お
り
、
自
治
体

を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
い
状
況

が
あ
り
ま
す
が
、
一
層
の
行
財
政
運
営
の

効
率
化
を
進
め
る
中
で
、
先
に
あ
げ
た
「
安

全
・
安
心
・
安
定
」
の
ま
ち
造
り
に
重
点
を

置
き
、
地
域
の
更
な
る
活
性
化
を
図
る
べ

く
創
意
と
工
夫
を
も
っ
て
努
力
し
て
ま
い

る
所
存
で
す
。
町
民
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ

ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
平
成
17
年
１
月
９
日
（
日
）
勝
山
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
「
さ
く
や
ホ
ー
ル
」
に
お

い
て
、
第
二
回
富
士
河
口
湖
町
成
人
者
の

つ
ど
い
（
成
人
式
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の

２
部
構
成
）
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
今
年
は

初
め
て
健
康
科
学
大
学
の
学
生
が
成
人
を

迎
え
た
こ
と
も
あ
り
、
合
併
以
前
も
含
め

て
、
過
去
最
高
と
な
る
４
０
６
名
の
成
人

者
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。
成
人
式
で
は
、

成
人
者
代
表

と
し
て
小
笠

原
伸
吾
さ
ん

（
大
嵐
）
が

「
目
標
を
持

ち
、
日
々
努

力
し
、
周
り

の
人
々
に
感

動
や
優
し
さ

を
与
え
ら
れ

る
人
間
に
な
り
た
い
」
と
力
強
く
誓
い
の

言
葉
を
述
べ
る
と
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍

手
が
起
こ
る
な
ど
、
和
や
か
な
中
に
厳
粛

な
雰
囲
気
を
も
っ
て
と
り
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。

　
富
士
河
口
湖
町
の
未
来
を
担
っ
て
い
く

４
０
６
名
の
新
成
人
た
ち
に
期
待
し
ま
し

ょ
う
。

～
第
二
回
富
士
河
口
湖
町
成
人
者
の
つ
ど
い
～

感
動
や
優
し
さ
を
与
え
た
い
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《
富
士
河
口
湖
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
の
会
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り
お
知
ら
せ

勝
山
育
成
会
で
凧
づ
く
り
教
室
！

富
士
河
口
湖
町
行
政
区
長
制
度
に
つ
い
て

12
月
議
会
で
の
同
意
に
つ
い
て

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
こ
ど
も
館 

新
築
。

まちかど情報局まちかど情報局情報局
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★
★
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お
子
さ
ん

父

母

外
川
　
鈴
京
　
　
拓
　
也
　
仁
　
美
　
船
津

野
下
　
遼
治
　
　
泰
　
宏
　
千
　
洋
　
船
津

藤
江
　
新
汰
　
　
智
　
徳
　
た
え
こ
　
船
津

平
井
　
蒼
吏
　
　
友
　
和
　
香
代
子
　
船
津

土
橋
　
隼
汰
　
　
　
聡
　
　
好
　
美
　
船
津

小
泉
　
綾
袈
　
　
健
一
郎
　
　
愛
　
　
船
津

宮
下
　
奈
々
　
　
英
　
樹
　
美
　
波
　
船
津

外
川
　
翔
瑛
　
　
　
林
　
　
聴
　
子
　
船
津

池
谷
　
　
玲
　
　
祐
　
司
　
千
　
春
　
船
津

宮
川
　
あ
い
　
　
　
元
　
　
致
恵
子
　
小
立

松
川
　
玲
也
　
　
金
　
次
　
洋
　
子
　
小
立

長
山
　
康
生
　
　
　
誠
　
　
裕
　
美
　
小
立

丹
澤
　
康
介
　
　
　
誠
　
　
和
　
江
　
小
立

荒
井
　
智
弥
　
　
徳
　
光
　
由
　
美
　
小
立

古
屋
　
莉
音
　
　
利
　
昭
　
あ
す
か
　
小
立

野
澤
　
侑
平
　
　
光
　
重
　
明
　
美
　
河
口

吉
田
　
彰
吾
　
　
浩
　
明
　
理
　
香
　
大
石

藤
田
　
幸
冶
　
　
大
　
雄
　
　
綾
　
　
長
浜

渡
辺
　
真
菜
　
　
唯
　
男
　
容
　
子
　
西
湖
西

渡
辺
　
　
宙
　
　
孝
　
基
　
美
　
紀
　
西
湖

柳
田
　
春
子
　
60
歳
　
柳
田
　
裕
二
　
船
津

小
佐
野
ノ
ブ
子
　
81
歳
　
小
佐
野
欣
一
　
船
津

小
佐
野
定
義
　
85
歳
　
小
佐
野
て
る
子
　
船
津

雨
宮
　
元
義
　
85
歳
　
雨
宮
栄
一
郎
　
船
津

三
浦
　
一
雄
　
75
歳
　
三
浦
　
正
明
　
船
津

小
林
満
津
江
　
88
歳
　
小
林
伊
都
子
　
船
津

荒
井
千
代
枝
　
75
歳
　
荒
井
　
兼
　
　
船
津

松
浦
　
由
幸
　
82
歳
　
松
浦
　
芳
子
　
船
津

　
富
士
河
口
湖
ふ
る
さ
と
ガ
イ
ド
の
会
（
会
長
：
中
村
章

彦
、
会
員
15
名
）
で
は
、
６
～
７
月
の
ハ
ー
ブ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
に
続
き
、
10
～
11

月
の
紅
葉
ま
つ
り
に
お
い
て
、

特
別
企
画
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
富
士
山
や
河
口
湖
の
成

り
立
ち
、
地
域
の
歴
史
・

文
化
な
ど
を
散
策
し
な
が

ら
案
内
す
る
当
企
画
は
、

イ
ベ
ン
ト
に
ご
来
場
し
た

多
く
の
観
光
客
に
ご
参
加

を
い
た
だ
き
、
好
評
を
博

し
ま
し
た
。

　
会
で
は
年
間
通
し
て
予
約
ガ
イ
ド
も
受
け
て
お
り
ま
す

の
で
、
町
民
の
皆
様
も
興
味
が
あ
り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
連
絡
先
７
２
‐
３
１
６
８（
富
士
河
口
湖
町
観
光
連
盟
内
）

　
勝
山
地
区
育
成
会
（
小
林
繁
尊
会
長
）
で
は
、
12
月
25

日
に
80
名
が
参
加
し
、
勝
山
ざ
る
学
校
の
お
年
寄
り
の
方

に
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
手

作
り
の
凧
づ
く
り
教
室
を
開

催
し
ま
し
た
。
骨
組
み
を
和

紙
に
張
り
、
糸
を
張
る
と
い

う
作
業
も
丁
寧
に
教
え
て
い

た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
や
干
支
、
タ
コ
な

ど
思
い
思
い
に
和
紙
に
絵
を

描
き
、
全
員
が
自
分
の
凧
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。
冬
休
み

に
は
、
親
子
で
凧
あ
げ
が
楽

し
め
た
と
思
い
ま
す
。

　
区
長
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
小
立
地
区
・
勝
山
地
区
・

足
和
田
地
区
に
つ
い
て
は
従
来
か
ら
あ
り
ま
し
た
が
、
船

津
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
昨
年
か
ら
自
治
会
長
さ
ん
等
と

町
で
協
議
し
、
進
行
中
で
あ
り
ま
す
が
こ
の
「
行
政
区
制

度
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

◆
行
政
区
長
の
職
務
と
は

　
行
政
区
内
の
自
治
会
等
の
調
整
に
関
す
る
こ
と

　
行
政
区
内
町
民
へ
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と

　
行
政
区
内
の
防
災
対
策
に
関
す
る
こ
と

　
行
政
区
内
の
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
こ
と

　
行
政
区
内
住
民
の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
こ
と

　
行
政
区
内
の
環
境
衛
生
・
体
育
文
化
等
に
関
す
る
こ
と

　
町
に
対
し
て
の
要
望
事
項
に
関
す
る
こ
と

◆
行
政
区
長
の
身
分

　
非
常
勤
の
特
別
職
で
、
原
則
２
年
の
任
期
と
し
、
町
長

が
委
嘱
す
る
。

　
な
お
、
船
津
地
区
が
区
制
度
に
移
行
し
た
後
に
、
大
石
・

河
口
地
区
に
つ
い
て
も
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご

協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
12
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
正
副
議
長
、
各
常
任
委
員

会
委
員
等
と
共
に
、
次
の
委
員
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
　
長
　
白
壁
賢
一
（
船
津
）

　
副
議
長
　
流
石
市
郎
（
勝
山
）

　
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
　
　
　
朝
比
奈
充
知
（
大
嵐
）

　
文
教
社
会
常
任
委
員
会
委
員
長
　
小
佐
野
　
勝
（
勝
山
）

　
産
経
土
木
常
任
委
員
会
委
員
長
　
渡
辺
　
勝
利
（
小
立
）

　
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長 

　 

堀
内
　
直
人
（
大
石
）

■
湖
南
水
道
事
業
常
任
委
員
会
委
員
（
議
会
選
出
）

　
流
石
　
安
正
（
勝
山
）

■
河
口
湖
治
水
委
員
会
委
員
（
議
会
選
出
）

　
小
佐
野
　
勝
（
勝
山
）

　
在
原
　
長
一
（
勝
山
）

　
流
石
　
利
道
（
勝
山
）

　
梶
原
　
亥
之
雄
（
船
津
）

■
船
津
財
産
区
管
理
委
員
（
議
会
選
出
）

　
小
川
　
清
冶
（
船
津
）

　
渡
辺
　
武
彦
（
船
津
）

■
町
監
査
委
員
（
議
会
選
出
）

　
倉
澤
　
鶴
義
（
勝
山
）

■
町
教
育
委
員
会
委
員
（
任
期
満
了
に
伴
う
補
充
）

　
渡
辺
　
武
郎
（
小
立
）

『
小
立
地
区
ふ
れ
あ
い
こ
ど

も
館
』
は
、
富
士
河
口
湖
町

民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
解
体

に
伴
い
、
移
転
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
新
た
に
同
敷

地
内
に
、
木
造
１
階
建
て
の

新
こ
ど
も
館
が
完
成
し
、
１

月
11
日
（
火
）
か
ら
、
開
館

し
ま
し
た
。

　
建
築
面
積
が
１
１
２
・
６
㎡
、

日
当
た
り
の
よ
い
遊
戯
室
46

帖
を
備
え
て
あ
り
ま
す
。

　
小
学
生
１
～
３
年
生
で
、
放
課
後
保
護
者
の
い
な
い
家

庭
の
児
童
を
対
象
に
、
平
日
（
月
～
金
）
、
長
期
休
暇
（
夏
・

冬
・
春
休
み
）
、
お
子
様
を
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

真
如
苑
さ
ん
か
ら

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
２
０
０
万
円
の
寄
付
を

　
　
　
い
た
だ
き
ま
し
た

土
手
影
建
設
（
株
）
さ
ん
か
ら

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
１
０
０
万
円
の
寄
付
を

　
　
　
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こども達による、開所式土手影建設（株）さん
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船 津 地 区

氏　　名 担当地区

大 嵐 地 区

氏　　名 担当地区

根 場 地 区

氏　　名 担当地区

西 湖 地 区

氏　　名 担当地区

長 浜 地 区

氏　　名 担当地区

勝 山 地 区

倉　澤　康　榮

小佐野　なみ江

倉　澤　留　雄

在　原　孝　枝

流　石　　　壯

堀　内　ミツエ

第１区

第２区

第３区

氏　　名 担当地区

河 口 地 区

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
任
期
満
了
に
も
と
な
い
、
改

選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
委
員
の
任
期
は
平
成
16
年
12
月
１

日
か
ら
平
成
19
年
11
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
で
、
改
選
数

60
名
の
内
訳
は
再
任
が
19
名
、
新
任
41
名
で
す
。

　
ま
た
、
そ
の
中
で
主
任
児
童
委
員
は
３
名
が
再
任
し
、

２
名
が
新
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
退
任
式
と
委
嘱
式
は
12
月
３
日
に
町
役
場
で
行
わ
れ
、

退
任
さ
れ
た
委
員
に
は
厚
生
労
働
大
臣
及
び
山
梨
県
知
事

、
富
士
河
口
湖
町
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
永
年
に
わ
た
り
奉
職
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
再
任
と
新
任
さ
れ
ま
し
た
委
員
に
は
、
厚
生
労

働
大
臣
、
山
梨
県
知
事
か
ら
委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た

。　
委
員
に
は
、
今
後
の
職
務
に
精
励
を
期
待
し
ま
す
。

　
な
お
、
委
嘱
式
の
後
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
を
開
催

し
、
会
長
に
中
村
繁
光
さ
ん
、
副
会
長
に
渡
辺
米
雄
さ
ん
、
渡

辺
武
郎
さ
ん
、
堀
内
満
命
さ
ん
、
高
橋
徳
義
さ
ん
、
流
石

壮
さ
ん
、
朝
比
奈
一
正
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

大 石 地 区

堀　内　勉　侑

堀　内　満　命

堀　内　初　美

堀　内　多喜子

渡　辺　林　蔵

梶　原　智恵子

渡　邉　八重子

渡　辺　米　雄

宇　野　みつ子

中　村　政　代

福　島　京　子

大　石　信　子

古　屋　米　子

外　川　栄　子

佐　野　近　江

堀　内　節　子

越　石　節　代

和　光　末　吉

渡　辺　敦　子

三　枝　玲　子

中　村　繁　光

赤　池　洋　彦

鈴　木　まり子

井　出　晴　子

古　賀　秀　秋

外　川　正　道

中沢、上手

中村、東村

下条

湯口、ペンション村、後藤

浜町、揚町、大池

上町、若松町

松場町一、二丁目

七軒町一、二丁目

七軒町三丁目

七軒町四丁目

富士見一丁目、市道町、七軒町中

上の段上

上の段中

上の段下、大久保

町営住宅、県営住宅

高尾南町、高尾町、赤坂

富士見タウン

河口湖通一、二丁目

本町一、二丁目、宮森

浅川

古　屋　生　代

外　川　和　弘

高　橋　徳　義

長　岡　千　波

第一自治会

第二自治会

第三、第四自治会

第五、第六自治会

三　浦　国　治

三　浦　登美子

三　浦　美貴子

長浜地区

湖南町一、二、三丁目

富士見町二、三、四丁目

南台一、二丁目、警察官待機宿舎

朝比奈　一　正

三　浦　カメヲ

三　浦　　　泉

渡　邊　數　郎

渡　邊　安　代

渡　辺　ふみ子

西湖地区

根場地区

大嵐地区

氏　　名

主 任 児 童 委 員

渡　邉　千代美

大　石　牧　子

高　橋　延　尚

流　石　治　子

三　浦　捷　美

船津

小立

大石、河口

勝山

長浜、西湖
根場、大嵐

氏　　名

担当地区

担当地区

氏　　名 担当地区

小 立 地 区

氏　　名 担当地区

渡　邊　武　郎

渡　辺　フジエ

小　池　敏　子

坂　本　綾　夫

古　屋　欣　子

古　屋　伊都子

渡　辺　　　亘

渡　辺　一　奉

渡　辺　トミ子

大　石　　　豊

乳ケ崎

八丁屋

林

西

久保

民
生
委
員
・
主
任
児
童
委
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た
。


